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平成２５年度 第１回湖東圏域公共交通活性化協議会総会 

 

開 催 日  平成２５年７月４日（木）１０時～１２時 

開催場所  彦根勤労福祉会館 大ホール 

出 席 者  別紙参照 

 

１ 開 会  

 

２ 議 事 

（１） 第１号議案について（資料１） 

・ 第１号議案 専決処分につき承認を求めることについて、事務局より議案書に基づき説明及

び報告がなされ、異議無く承認された。 

 

（２） 第２号議案・第３号議案について（資料２、資料３） 

・ 第２号議案 平成２４年度事業状況報告および第３号議案 平成２４年度収支決算書につい

て、事務局より議案書に基づき説明及び報告がなされ、以下の通り質疑応答が行われた。そ

の後、会長より承認を求めた結果、異議無く承認された。 

 

● 武永会長職務代理者（滋賀大学） 

 紙媒体での情報提供だけでなく、近年普及しているスマートフォンやＷＥＢでの情報

提供を今後検討しても良いのではないか。 

 

（３） 第４号議案について（資料４―１～４－４） 

・ 第４号議案 協議会規約の改正について、事務局より議案書に基づき説明及び報告がなされ、

異議無く承認された。 

 

 

（４） 報告事項１について（資料５） 

・ 報告事項１ 路線バス多賀線の延伸について、事務局より資料に基づき説明及び報告がなさ

れたが、質疑はなかった。 

 

（５） 報告事項２について（資料６） 

・ 報告事項２ 生活交通ネットワーク計画について、事務局より資料に基づき説明及び報告が

なされたが、質疑はなかった。 

 

● 武永会長職務代理者（滋賀大学） 

 情報提供や周知徹底では限界があるため、愛のりタクシーの乗合率を高める対策案が

あれば委員の方にも意見をお願いしたい。 
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（６） その他 

 

● 小泉委員（愛荘町秦荘老人クラブ連合会） 

 平成 25 年度の事業計画（案）にもあるとおり、子供への教育にて公共交通を広める

ことは良い事業である。実際の子供達への説明内容を教えて欲しい。 

● 事務局 

 今年度は城東小学校の２年生を対象とする予定であり、授業を使ったＭＭとして公共

交通の乗り方やマナー等を教えることで、公共交通を利用するきっかけ作りができた

ら良いと考えている。 

 

● 樋口委員（滋賀県バス協会） 

 バス協会でも中学校で実施したことがあり、親の世代が路線バスを乗らないため、そ

の子供達も乗る習慣がなくなっている。そのため、公共交通を乗ろうという意識を子

供から親へ伝えて貰うために、クリアファイルにてバスの乗り方を図示して配布した。 

 また、地図やバス路線図、公共施設等を記載したおでかけマップを作成したり、路線

バスの利用により環境が改善されることの説明、外出支援としての公共交通利用促進

等の事業を行っている。 

 東日本大震災の際も、鉄道が運行休止する中、翌日から路線バスは運行していたこも

あり、輸送力の確保という意味では路線バスは重要である。 

 

● 谷口委員（豊郷町社会福祉協議会） 

 近江鉄道の鳥居本や彦根口のトイレが酷い状態であり、整備する必要がある。 

 また、観光をメインとした鉄道利用の促進も重要である。 

● 中村委員（近江鉄道） 

 びわこ京阪奈線の協議会でも意見が出ていたが、鳥居本のトイレが漏れてしまい、そ

の調査のために使用禁止にした。 

 フジテック前駅の場合、フジテックが彦根市へ依頼してトイレを整備した例もある。 

 また、彦根口も自転車置き場やトイレを整備できように協議中の段階である。 

 鉄道も公共交通なので鉄道の利用促進もして頂ければ有り難い。鉄道廃止もやむを得

ない状況になりかねないため、この活性化協議会でもお願いしたい。 

 バリアフリー教室を行っており、その中で鉄道利用を促進している。 

● 後藤委員（運輸支局） 

 バリアフリー教室は学校から要望があれば地元事業者に声をかけて開催している。そ

のため、秋口になって要望があれば開催したい。 

 守山駅にて、路線バスと鉄道を連携した公共交通の利用促進を現在計画している。 

 湖東圏域では愛のりタクシーや路線バスに特化した会議となっているが、もっと広い

意味で鉄道を含めた議論をした方が良い。 

 また、滋賀県南部の地域では積極的に駅長も議論に参加してくれている。 

 

● 武永会長職務代理者（滋賀大学） 
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 交通手段について、色々とバランスを考えないといけない時代になっており、自動車

は便利であるが、渋滞等も多く発生している。 

 逆に、トレッキングの人達はできるだけ移動費をできるだけ安くするために、公共交

通を利用している。そのため、環境や福祉等との関係もあるので、今の資源を有効に

活用しながら事業を進めていければ良い。 

● 事務局 

 地域協働推進事業の補助を受けるために、現在事務局にて湖東圏域公共交通総合連携

計画（案）を作成している段階であり、今後皆様にもご意見を頂戴すると思うのでご

協力のほどお願いしたい。 

 

３ 閉 会 

以上 


